
日本カトリック正義と平和協議会ニュース・レター

通信
214
2019 FEB.

VOL.

これからの教会と＜シノダリティー＞
	勝谷太治司教（日本カトリック正義と平和協議会会長）

　第15回世界代表司教会議通常総会（シノド
ス）が昨年10月に開催されました。今回のシノ
ドスは、若者の持つ喜び、希望、心配、夢、望
み、そして広い意味での召命の選択の基準な
どを、若者とともに自由に分かち合う場とさ
れ、そのため、世界各国から青年たちの代表34
名も参加しました。青年について語るのではな
く、青年の声に耳を傾けるのです。事実、話し
合いの土台となる「討議要綱」は、2年の準備

をかけ、各国司教協議会を通しての青年へのア
ンケートのみならず、ネットを通して全世界か
ら寄せられた10万の回答と、3月に開催された
プレ・シノドスに参加した世界各国の300名の
青年たちの提言を基に作成されたのです。そし
て、会議に参加した青年たちには投票権こそあ
りませんが、自由に意見を述べることが許され、
積極的に発言しました。

2019年年頭の挨拶
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　はじめに会議では児童への性的虐待が大きな
話題となり、教会のはっきりした謝罪と反省が
求められ、これからの対応について、特にこの
問題によってつまずきを与えられた青年たちに
対して、明確に表明すべきとの意見が多数述
べられました。そして会議の終わりには、今
後、教会は「０（ゼロ）トーレランス」、つま
り、このような犯罪行為対して、全く容赦しな
いという姿勢が打ち出されました。

　私の参加した分科会では問題を抱えた「結婚
と家庭」、「性的マイノリティー」について話題
になりました。これは家庭をテーマとした前回
のシノドスから引きずっていた問題で、数名の
司教たちが、教皇がこの問題について明確な指
針を表明していないことに不満を表したのです。
しかし、会議が進み今回のシノドスの方法論が
理解されるにつれて変化していきました。大切
なことは結論ではなく、その過程です。終わり
の頃の私たちの合意は「教会はすべてのことに
回答を持っているわけではない。今解決できな
い問題も多くある。しかし、神はすべての人を
愛しておられるのだから、教会もそうである。
解決できない問題を抱えながらも、彼らに同伴
し耳を傾け続ける事が大切である」ということ
です。この視点は教会の教えに従って生活して
いない若者についても同様で、裁くのではなく、
彼らに同伴し、耳を傾け続けることによって彼
らを導く姿勢が強調されました。「あるべき指
針」を打ち出して、それに従うようにという従
来の姿勢から、謙虚に耳を傾け同伴し続けると
いう教会の姿勢が表明されたのです。

　また、時間をかけて討議されたのはネットの
世界とそこに「住む」青年についてです。日本
のみならず、欧米の教会にはほとんど若者の姿
がありません。けれども小教区を超えたイベント、
例えばワールドユースデー（WYD）や各国の
国レベルの集まり、教区大会などで青年たちは
知り合い、インターネット上でのネットワークを
築いています。青年たちは、私たちが把握して

いる教区、小教区という地理的区分けの中には
入ってきませんが、それとは違う、いわば、見
えない “デジタル大陸” の上でつながり合い、活
動しています。私たちは既成の概念から離れて、
その新大陸にこちらから出向いていかなければ
ならないこと。そうした新しい青年司牧の在り方
の必要性が話されました。一方、討議要綱の中
に唯一使われていた日本語が “hikikomori” と言
う単語です。ネットに潜む危険性、そこで傷つ
いている若者にどうしたら同伴できるかが課題
として浮かび上がっています。

　その他、移住労働者、難民など、現代社会が
抱える多くの問題はそのまま青年の抱える問題
です。簡単に解決できない事柄でも、上述した
ように教会がそこに生きる青年に同伴し続ける
ことが大切なのです。この「同伴」すること、

「聞く」ことは一貫して強調されていたことで、
これを「シノダリティ－」（シノドスは「とも
に歩む」という意味）と表現し、これからの教
会の在り方の指針となると思われます。

　今回参加した青年たちは気に入った意見に対
しては歓声を上げて賛意を表し、分科会でも枢
機卿や司教たちの中で臆することなく、積極的
に自由に発言していました。今までのシノドス
とはまったく違った雰囲気だったようで、あるシ
ノドス常連の司教は、今回のように楽しいシノ
ドスは初めてだと言っていました。今回のシノ
ドスの形自体が、教会のこれからの在り方（＝
シノダリティー）を示していると強く感じました。
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　2018年11月23日、24日、３年ぶりの正義と
平和全国集会が、名古屋教区の主催で開催さ
れました。
　全国集会は、1975年東京での第1回以来、
ずっと３日間の会期で開催されてきましたが、
40回目を迎えた今回、初めて２日間の会期で
の開催となりました。これは、徐々に大規模
化する全国集会を極力コンパクトにして、今
後の主催者の負担を軽減することをめざした
試みで、名古屋大会実行委員長である松浦悟
郎司教のイニシアティブによって実現しまし
た。また、司教協議会社会司教委員会に所属
する全６委員会・デスクが、分科会の主催に
全面協力しました。
　二日間は好天にめぐまれ、参加者はのべに
して2000人弱という盛況のうちに名古屋大会
は無事終了しました。

名古屋大会概要
会　期　2018年11月23日、24日
主　催　カトリック名古屋教区
共　催　日本カトリック正義と平和協議会

23日 
開会式 （会場：布池教会大聖堂）
基調講演とシンポジウム「世界のゆがんだ経済
格差、その現実と原因」
講　師　羽後静子（中部大学教授）　
パネリスト　�ヨゼフ・アベイヤ司教（大阪大司

教区補佐司教）、Sr.弘田鎮枝（ベ
リス・メルセス宣教修道女会）

24日　分科会　
第１分科会　移住者と日本社会やカトリック教
会／イエズス会社会司牧センター移民デスク

第２分科会　低線量被曝と福島からの声　日本カ
トリック正義と平和協議会平和のための脱核部会
第３分科会　東アジアの和解と平和／東アジア
和解と平和ネットワーク
第４分科会　差別と向き合う−ハンセン病をと
おして／日本カトリック部落差別人権委員会
第５分科会　LGBTと人権−僕がゲイクリス
チャンで良かったこと／カトリック中央協議会
HIV/AIDSデスク
第６分科会　教会の性虐待・性暴力を防止する−
私たち一人ひとりの問題として／カトリック中央協
議会子どもと女性の権利擁護のためのデスク
第７分科会　私が牢にいたときに訪ねてくれた
−死刑囚との交流から／日本カトリック正義と
平和協議会死刑廃止を求める部会
第８分科会　排除のない世界をめざして−日韓の自
死・自殺への取り組みから／カリタスジャパン
第９分科会　排除ZEROキャンペーン　国籍を
こえて人々が出会うために／日本カトリック難
民移住移動者委員会・カリタスジャパン
第10分科会　国策の道具として利用され虐げら
れてきた沖縄　琉球処分から普天間基地移設問
題まで／日本カトリック正義と平和協議会
第11分科会　福音を生きるとは−優生思想に対
抗して／名古屋教区障害者連絡会／名古屋教区
カリタス福祉委員会
第12分科会　受刑者の回復と社会復帰支援−キ
リストの愛と許し／ NPO法人マザーハウス
第13分科会　私を平和の道具としてください−
憲法９条がめざすもの／ピース９の会名古屋教
区有志
第14分科会　つながりの貧困／やこ&もこの家
第15分科会　リニア中央新幹線を問う−それで
もあなたは乗りますか／名古屋教区正義と平和
委員会
第16分科会　美しい若狭を守ろう−世界一の原
発密集地域から／次世代を考える会
派遣のミサ　（会場：布池教会大聖堂）

特集　第40回日本カトリック正義と平和全国集会 2018 名古屋大会

「共に生きる地球家族　今問われる私たちの選び、	
私の決意」
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正義と平和全国集会でいただいたお恵み
	大橋左季（正義と平和全国集会名古屋大会青年委員会）

　11月23日（金）・24日（土）の２日
間、私は「正義と平和全国集会」の
青年委員会スタッフとして参加しま
した。神様に感謝せずにはいられな
い２日間となりました。
　23日はヨゼフ・アベイヤ司教の話
から参加しました。アベイヤ司教は、
世界の国々が抱える問題についての
具体的な例とともに、キリスト者と
してその問題にどう関わることがで
きるかについて、説明くださいまし
た。「人は神にかたどって作られたので、社会
問題に関わるのです。これを意識すれば何もせ
ずにはいられないはずです。」と言われました。
この言葉は、社会問題から逃げずに目を向ける
原動力になりました。シスター弘田鎮枝は、女
性の人権と尊厳を無視する文化や、人身売買、
沈黙のうちに苦しみ続けている女性がいる現実
について、詳しく教えてくださいました。すべ
ての問題に対して、非暴力のイエスに従う決意
で、教会全体・教区・小教区などで訴え続けて
います。
　「正義と平和について、命をかけて働き続け
る。未来のために正義と平和を望むなら、今非
暴力の種を蒔かなければならない。
　現実をイエスのように見る、祈る、関わる、行
動させていただく、癒しを与える、憐みを持ち、
近づいて助けるのです。教会は世界中を平和へ
導く使命があります。イエスがどういう人かとい
うことと、福音を伝えるのが教会の使命で、私
たちはそれを生き方によって示すのです」。
　シスター弘田の話は本当に力強く、まるで世
界を動かしてしまうような大変たくましいシス
ターでした。シスターは最後に、

「世界の人は、わたしたちの兄弟姉妹である大切
な人だと意識して思うこと。その人たちの問題
は私たちの問題、そう思って明日の分科会でも

お祈りできますように」と締めました。地球家
族という言葉をここまで意識したことはなかっ
たので、女性らしい、温かいものを感じました。

　青年委員会では、24日（土）に行われた分科
会を、青年だけで出席して終わらせるのではな
く、小教区に持ち帰り、伝えていき、活動に結
びつけることができたら良いねと分かち合いま
した。同年代の仲間と分かち合うことは、新た
な気付きが生まれます。
　私は第７分科会「私が牢にいたときに訪ねて
くれた 死刑囚との交流から」に参加しました。
自分の所属教会が会場になっていたので、話を
聴くことになったテーマですが、普段生活して
いる中で、死刑囚について考えることは、よほ
どのことがない限りありません。
　偶然にも10月に、青年仲間たちと映画「デッ
ドマン・ウォーキング」を見る機会がありまし
た。この映画は、殺人を犯した死刑囚がシス
ターと出会い、改心して最終的に死刑執行され
るというノンフィクションですが、今映画を見
たときの感想を思い出すと、キリスト者として
情けなく感じます。映画の中で、死刑囚が加害
する回想のシーンも描かれていて、そのシーン
のショックが大きすぎるために被害者のほうに
気持ちが入り、死刑執行よりも被害者やその

全国集会準備中の名古屋大会・青年委員会のみなさん
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家族の負った傷のほうが私には強く残りました。
人の命を奪う死刑制度が良いとは思いません。
しかし、この映画の死刑囚も、オウム真理教の
麻原彰晃さんもそうですが、２人以上の殺人
をしたら死刑になると法律で決まっているから、
ひどいことをしたのだから、その結果死刑に
なったのは仕方がない、という気持ちを持って
いました。シスターに罪を告白して許しを願っ
たところで、殺人をした人がそれを信じてもら
うことは難しいのではないか、とも思ってしま
いました。神様はなぜこんなにつらい映画を見
せる機会をお与えになったのだろう、と思いま
した。できることなら触れたくないテーマです。
　それでも、神様は私に死刑囚について考えさ
せることをおやめにならなかったようです。正
義と平和全国集会では、うまい具合に自分の所
属教会の分科会テーマが死刑囚についてだった
のです。
　実際に死刑囚に面会をされている、死刑廃止
を求める部会の方々から聴いた内容を一部お伝
えします。
　「私たちは日々罪を犯しますが、たくさんの
お恵みをいただいて楽しく生きています。しか
し、死刑囚は、一度の犯罪で何十年も、こいつ
は悪い奴というレッテルを貼られ続けます。そ
れでも人は必ず変わります。死刑囚の置かれて
いる状態は考えるだけで困難ですが、死刑囚と
お話しすることは豊かなことです。人の手で殺
されてしまうことはずっと心に残る困難です。
当日死刑執行のスイッチを入れるのは、人間の
仕事ではありません。人間として神の前でする
ことではない。死刑が執行される＝１つの命が
失われるということですが、わたしたちはその
感覚がないまま終わります。知らないままに１
人、２人、３人と殺されている事実を容認して
はいけない。国による殺人を容認していて、そ
の殺人に私たちは加担している、加害者でもあ
る、殺人者でもあると考えます。私たちは問題
を放置しています。死刑囚に会いに行くのはつ
らいけど、その人たちの痛みも、残される人た
ちの痛みも全部受け止めなければならないと思

います。教皇が死刑廃止と言っているにもかか
わらず、ミサで社会問題に触れている機会が少
なく、死刑に賛成という人も少なくないです」。
　私は、死刑を執行する人の気持ちというもの
を初めて考えました。一体どんな気持ちでス
イッチを押すのでしょうか、それが仕事で、そ
れでお給料をもらうのでしょうか。死刑囚で
あっても神の形にかたどって作られた一人の人
間であり、同じ地球家族です。これまで自分の
生活だけで必死で、知らないところで人の手に
より死刑が執行されているなんて、考えたこと
もありませんでした。死刑制度がある以上、私
たちも殺人に加担していて、殺人者でもあると
いうことは、とても心に刺さり、涙が出てしま
う悲しい事実です。死刑囚に関わる人がいると
いう事実も、教会に来ていなければ知りません
でした。今回死刑囚に関わっている方たちに会
えたことは大きなお恵みでした。死刑囚とコン
タクトを取ることは抵抗が働きます。しかし、
もしも私もチャンスに招かれることがあれば、
抵抗を持ちつつも、「はい」と言える人でいた
いと願います。

　私はこれまで、世界で起こっているさまざま
な問題について、テレビで見聞きするだけでし
た。どこかで起こっていること、想像のできな
いことに目を向けることの意義と本質をわかっ
ておらず、目を向けたところで、何もできない
自分のちっぽけさを思い知るだけだと思ってい
ました。しかし今回、なぜ目を向けなければな
らないのか、それは、イエス様のように生きる
ため、世界の人々がみな地球家族であるために、
私たちは現実を知らなければならないのだと、
正義と平和全国集会を通して教えていただきま
した。自分に何ができるのかを考え、さまざま
なことに歩み寄っていきたいです。
　松浦悟郎司教をはじめ、分科会に関わられた
すべての皆さま、共に時間を過ごしてくださっ
た青年委員会のみなさま、名古屋でこの全国集
会を開いてくださり、本当にありがとうござい
ました。感謝のうちに。
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報告　正義と平和全国集会名古屋大会第５分科会

LGBTと人権～僕がゲイクリスチャンで良かったこと
	平良愛香（カトリック中央協議会HIV/AIDSデスク委員・第５分科会講師）

自己紹介
　1968年8月、アメリカの統治下にあった沖縄
生まれ。沖縄県ではなかったので、自己紹介で
は今でも「沖縄“県”出身」とは言わず「沖縄出
身」と言っている。この時期はベトナム戦争の
まっ最中で、沖縄から朝飛び立った米軍機がベ
トナムに爆弾や枯葉剤を降らせ、夕方帰って来
ていた。沖縄の人々はそれを悲しみつつ、しか
し基地で働かないと生きていけない状況だった。
基地があることで、基地被害だけでなく、戦争
の加害者になってしまった沖縄。
　平和を泣き叫びつつ祈り求めた両親は、聖書
の中の「哀歌」が当時少数者として抑圧されて
いたイスラエル民族の叫びであり、平和を奪わ
れている沖縄の叫びと同じだと気づき、生まれ
る子が男の子でも女の子でも（漢字だけを変え
て）「愛香」とつけると決めていた。
　けれど、いつも名前でからかわれていた本人
は「愛香という名前が嫌だ」と母親に言ったこ
とがある。その時の母親の答えは「ならば変え
れば？」だった。そう言われて、一度手放し、
再び選び取った名前でもある。名前や生き方な
ど、親や周りから押し付けられたものをいった
ん手放し、自分で新たにつかみ取ったとき、仮
にそれが前と同じものだったとしても、それは
もはや押し付けではなく自分のものとなる。そ
こに窮屈さはない。

・「自分らしく生きる」が両親の教育方針
　「神様はあなたのいない世界に、あなたを必
要としたから、あなたを造った。だから、精一
杯あなたらしく生きなさい」「世界中の人が敵
になったとしても、イエス様だけはあなたの味
方」そして「人と違うことはかっこいいこと」
を両親は折に触れて教えてくれた。小学5年生

ぐらいのころ、「スカートをはいてみたい（女
の子になりたかったわけではない）」と母に相
談したら「縫いましょう」と言って一緒に生地
屋さんへ行き、僕が選んだ生地でスカートを
縫ってくれた。決して経済的に豊かな家庭では
なかったが、とても恵まれていたと感じる。

・差別しないために
　最低限の知識と想像力が不可欠。全く異なる
概念である同性愛と性同一性障害がどのように
違うか、性同一性障害とトランスジェンダーがど
う違うか、「ホモ」などの略語のように多数者が
少数者を略称で呼ぶときに差別語になりうる危険
性があるという知識がなければ、どんなに丁寧に
接しようと思っていても相手を傷つけることにな
る。優しさだけでは差別は克服できない。同時に、
当事者がどう感じるか、何に困っているのかを想
像できなければただの知識でしかない。想像力
を養うためには出会うことが一番大切。

・性について（基礎知識）
Sex：医学的・生物学的性。
Gender：文化的・社会的性。
Sexuality：自分で選び取った性、自分らしく
ある性。
性自認：「自分は女性（男性）である」という
自己認識。日本では「心の性」と説明すること
もあるが、正確だとは言えない。
シスジェンダー：体の性と性自認が一致してい
る人。
トランスジェンダー：体の性と性自認が一致し
ていない人。
性同一性障害：トランスジェンダーの中で医師
が与える診断名（2018年６月WHOでは疾患で
はなくなった）。性別適合手術を望まないトラ
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ンスジェンダーもいる。「男性」の体を持って
生まれつつ女性としての性自認を持ち、かつ性
的指向が女性の人もいる。（もちろん逆も。）
性的指向：性的意識が向く方向。異性に向く異
性愛者、同性に向く同性愛者、女性にも男性に
も向く両性愛者、相手の性別が大切な要素とな
らないパンセクシュアル、男女どちらにも性的
指向が向かないアセクシュアルなど。

・性には多様なかたちがある
　男性と女性という二つの性だけでは割り切れ
ない人がたくさんいる。性別だけでなく、性的
な指向が向かう方向もさまざま。内面の性別と
同じように、性的指向が向かう方向もきっぱり
と男性と女性に二分できるものではなく、境
目のないグラデーションのようになっている。
100人いれば100通りの性のかたち。

・カミングアウト
　同性愛者であることをカミングアウトするの
に僕には５つの段階があった。第１段階は、壊
れそうな自分自身のSOSとしての命がけのカミ
ングアウト。第２段階は、友人に「もう嘘はつ
きたくない。本当の自分を知ってもらいたい」
という気持ちで。第３段階は「存在に気づいて
ほしい、差別をしないでほしい」。第４段階は、
孤独でいる仲間たちにエールを送るため。特に
教会で傷ついている仲間たちを支えるため。第
5段階は、一人一人が異なる存在であることに
気づいてもらうため。すべての人に自分らしく
生きるヒントを与えるため。

・誰もが自分らしく生きる	
　生産性や効率を一番にしてしまうのではなく、
みんなそれぞれ違うのだという当たり前の事実
を理解して、その違いを認め合って尊重し合う。
その先に、誰もがより生きやすい世界があると
信じている。

・キリスト教と性
　「神様は平良さんを同性愛者として造り、祝

福したのですね」と言ってくれた牧師。様々な
読み方ができる聖書。聖書を自分に都合よく用
いれば、おそらくどんなことでも正当化できる
だろう。そうではなく、聖書を「自分の意見
を正当化する道具」としてしまう危険性を知
りつつ、祈りながら聖書と向き合うことの大
切さ。「聖書に同性愛はダメと書いてあります
よね？」という問いかけがある一方で、「本当
に聖書にはそう書いてあるのか（原語での意
味まで踏まえると読み方も変わってくる）」と
いうことや、「実際に聖書に書いてあることで
も、そのまま現在に当てはめられず、読み越え
て来た部分はいくらでもある」「私たちは聖書
全体を読みながら、神が私たちに伝えようとす
るメッセージを本気で読み取らなければならな
い」ということも感じる。「男はこうあるべき、
女はこうあるべき」ではなく、「神はすべての
人々をその人の性（セクシュアリティ）を含め
て祝福している」という答えに行きつく。イエ
スが立ち向かったのは、生産性や効率だけを求
めて排除を生む社会。イエスに倣おうとすると
き、キリスト教は今も成長途上であり、問われ
ながら、これからも変わり続ける宗教であらね
ばならないことに気づく。

　質疑応答の後、会を閉じるにあたり、著
書『あなたが気づかないだけで神様もゲイ
もいつもあなたのそばにいる』（学研プラス、
2017.11）を紹介し、それから講師自身の作詞
作曲による「主につくられたわたし」をピアノ
で弾き語って、分科会を閉じた。参加者は42名。

♪私らしく生きよう　自由に生かされて　大人
らしくでもなく　子どもらしくでもなく。
私らしく生きよう　自分をたしかめて　男らし
くでもなく　女らしくでもなく。
私らしく生きよう　違いを認め合い　ことば・
からだ・習慣　すべてこの私です。
　ただわたしをつくられた神にこたえる　ただ
わたしらしく生きることで　♪
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報告　正義と平和全国集会名古屋大会第10分科会 
ウチナン*に寄り添う
	坂上　彰（さいたま教区司祭　正義と平和協議会委員）

　第10分科会「国策の道具として利用されてき
た沖縄　琉球処分から普天間基地移設問題ま
で」は、一の宮教会を会場に開催され、当日は、
元琉球朝日放送東京支社長でフリージャーナリ
ストの具志堅勝也さんによる写真を使った講
演の後、那覇教区平和委員会の下

しもじょう

門龍三さん、
下
しもじょう

門 恵子さんご夫妻、稲福捷夫さんも加わっ
てのディスカッションがおこなわれました。
　今回の分科会の内容を通して改めて学んだこ
とは、琉球王朝時代から繰り返され今日もなお
続いているヤマトによるウチナンへの差別でし
た。少しですが、その時のお話と、私自身が抱
いた感想を記してみます。
　薩摩藩による1609年の侵略と搾取、1868年明
治政府によっておこなわれた武力による王朝の
占領と滅亡。（学校の授業では「琉球処分」と
習いますが、正確には“琉球攻撃”です。罪人に
刑を科す時などに用いる“処分”という言葉に誤
魔化されることなく、琉球王国を滅ぼしウチナ
ンチュの主権＝自己決定権を奪った事実を、私
たちヤマトンチュは決して忘れてはいけません。
今も政府は、独立国としての琉球王朝の歴史と
自らが犯した侵略の歴史を無視して、「沖縄の
人々は日本人であり、先住民族であるという認
識は持っていない」という身勝手な持論を展開
しています。
　同じ頃、政府は海外侵略の口実にウチナンを
使います。宮古と八重山の人たちを乗せた漁船
が遭難し乗組員は台湾の高雄に漂着しましたが、
地元の先住民によって殺害されてしまいました。
1874年、政府は表向き抗議の意思を表す手段と
して台湾へ出兵しますが（牡丹社事件）、裏に
隠された本当の意図は台湾占領でした。
　ウチナンとウチナンチュを都合の良い道具と
してしか見ないヤマトの政府は、その後の沖縄
戦において住民の４人に１人が犠牲となる悲劇

を生みました。本土決戦を叫び、そのための準
備に少しでも時間を稼ぎたかった軍部は、ウチ
ナンを“捨て石”にすることを決め第32軍を送り
込みました。司令官の牛島中将は、ウチナン
チュの心の支えである首里城の地下に司令部を
設け、またウチナーグチを一切禁止し、破った
者には「方言札」というものを首から下げさせ
ました。
　連合軍は上陸に先立ち司令部を徹底的に砲撃、
首里城は壊滅してしまいました。また32軍の兵
士たちは、理解できないウチナーグチを使った
県民をスパイと決めつけ虐殺をも厭いませんで
した。
　戦後、家永三郎東大名誉教授や『沖縄ノー
ト』の作者である大江健三郎氏らが法廷で争う
ことになる集団自決が、渡

と か し き

嘉敷島や座
ざ ま み

間味島を
はじめとする県内各地で繰り返し起こりました

（“自決”となっていますが、正確には日本兵が
住民に銃や手投げ弾を渡して強制的に自死を強
いた殺人事件です）。
　沖縄戦では「鉄の暴風」と称されるほどの激
しい砲銃弾を避けるために老若男女を問わず
多くの住民が、長いもので数100メートルのも
及ぶ“ガマ”と呼ばれる自然洞窟に身を寄せまし
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た。そこに後からやって来た敗残兵たちは、住
民をガマの入り口近くに移動させて盾とし自ら
はガマの奥で安全に暮らしたり、赤ん坊が泣く
と「敵に見つかる！」と激しく責め立てた挙句
に、口を塞いで窒息死させたり銃で脅して母子
をガマから追い出したりしました。
　戦後ウチナンの人たちを待っていたのは、米
軍によって銃で脅されて土地を奪われ、家や畑
をブルドーザーで壊されて（「銃剣とブルドー
ザー」）造られた基地がもたらす軍用機の墜落
事件、核兵器や毒ガス兵器の存在と、殺人や婦
女暴行を繰り返す米兵の存在でした。1959年に
起った宮森小学校へのジェット戦闘機の墜落事
件では児童11名を含む多くの犠牲者が出ました。
また近年でも辺野古沖でのオスプレイ墜落（政
府やヤマトのマスコミは“不時着水事故”と報じ
ました）や、昨年の普天間第２小学校への軍用
ヘリの窓枠落下事件など多くの事件を引き起こ
しています。
　1995年９月４日、沖縄本島北部で、３人の米
兵が買い物帰りの少女を殴ったうえ、無理やり
車に乗せて連れ去り暴行するという事件が起き
ました。この少女はその後、勇気を振り絞って
事件を公表、８万５千人もの県民が『米軍人に
よる少女乱暴事件を糾弾し日米地位協定の見直
しを要求する沖縄県民総決起大会』を開き抗議
の意思を表しました。慌てた日米政府は戦後50
年目にしてようやく重い腰を上げ普天間基地の
返還を表明しますが、その条件として挙げたの
が名護市辺野古への移設でした。
　「軍隊は住民を守らない」ことを沖縄戦で
知ったウチナンの人たちは、これ以上人を殺す
ための基地を造らせないという固い決意のもと、
自然豊かなサンゴ礁とジュゴンが泳ぐ海の埋め
立て阻止に向けて立ち上がります。
　なぜ、国土の0.6％しかないウチナンに全国
の米軍基地の74％が集中しているのか。1951年
に結ばれた「サンフランシスコ講和条約」に
よってアメリカによる占領時代は終わりを告
げ、ヤマトは主権を取り戻し独立国として再び
歩み出しましたが、これには“ウチナンはこれ

まで通り米国の占領地とする”という条件が付
けられていました。またしてもヤマトはウチ
ナンを“捨て石”にしたのでした（第２の琉球処
分）。この頃からヤマトでは米軍基地の撤去を
求める市民運動が活発に起こり始め、その結果
日米両政府は基地をウチナンに移すことにしま
した。その時の状況が今日まで続き、「沖縄の
中に基地がある」のではなく、「基地の中に沖
縄がある」「基地の重みで沖縄が沈む」状態と
なっています。
　私たちは今、米軍機の騒音に悩ませられたり
墜落の危険を心配することもありません。また
米兵による凶悪犯罪に怯える日々を過ごしても
いません。なぜならあの時、基地をウチナンの
皆さんに押し付けたからです。私たち自身がウ
チナンとウチナンチュを“捨て石”にしているの
です。
　今回の分科会での質疑応答で、４名の皆さん
が仰っていた中に「無関心」という言葉があり
ました。私たちは一体いつまでシランフーナ

（知らんぷり）を続けるのでしょうか。イエス
の生涯がそうであったように、今こそ差別され
続け苦しみ悲しむウチナンの皆さんに寄り添う
時ではないでしょうか。

* 沖縄は“琉球王国”という、日本とはまったく違う独立国で
した。そのことに敬意を表し、「ウチナン（沖縄）」「ウチナ
ンチュ―（沖縄の皆さん）」「ヤマト（北海道～九州）」「ヤ
マトンチュー（そこに住む我々）」「ウチナーグチ（琉球言
葉）」という表現を使わせていただきました。
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報告　正義と平和全国集会名古屋大会第3分科会 
東アジアの和解と平和
	川上靖恵（東京教区 麹町教会信徒）

　日韓関係の過去と現在を省察し、新たな未来
を模索するという趣旨のもと集ったのは、発言
者の一人でもあるキム・ソンシルカトリック正
義実現全国連合常任代表をはじめ、韓国からは
12名の聖職者、修道者、活動家が、日本からは
分科会を主催した中井淳神父（イエズス会）を
含む聖職者と信徒40名余りであった。
●「光は闇の中で輝いている」
　基調講演を担当した同志社大学グローバルス
タディーズ研究科の太田修教授は、10月30日の強
制動員労働者の韓国最高裁判決を受け、当初予
定していた講演内容を急きょ変更し、1965年の日
韓請求権協定によりすでに解決済みであるという
日本側の主張の問題点３つを解説して下さった。
　第１は、日韓請求権協定で「完全かつ最終的
に解決」されたとするとする主張は、そもそも
植民地政策は正しかったという「植民地支配正
当論」を根拠とする点である。つまり損害賠償
請求の要件は「不法行為」であるが、不法行為
そのものが正当であったという主張であり、こ
れは連合国側の植民地に対する認識によるとこ
ろが大きい。
　第２は、損害賠償請求権を「経済協力」にす
り替えてしまった点である。
　そして最後は、日韓請求権協定は国家間に結
ばれた条約であり、国家暴力による個人個人の
受けた被害に対する補償を一切考慮することな
く、最終的に解決したとしている点にある。
これらの問題点を明確にした上で、太田教授は
日本の危機的情勢と連動した「解決済み論」が
闇のごとく拡大しているが、私たちはそれに対
抗する光として、執拗に丁寧に考え、対話し続
けなければならないことを示して下さった。
●「人権回復と平和実現のためのカトリック信
仰者の役割」

　次に登壇したキム・ソンシル常任代表は、

「慰安婦」問題は日韓関係と女性の人権が結合
された問題として、最も平和の種になることが
できるであろうことを主張し、日本の教会が積
極的に連携し、慰安婦問題解決運動に参加する
ことを希望した。キム代表は「歴史の正義的な
解決により、被害女性の名誉と人権が回復され
れば、全ての女性に対する暴力根絶と戦争反対
のメッセージを告げ知らせることが出来、東ア
ジアの平和実現の土台になるだろう」と提案し
た。
　最後に、シスター古屋敷一葉（援助修道会）
が、韓日カトリック教会が正義と平和のため連
帯してきた歴史を多くの画像スライドを用いて
紹介した。シスター古屋敷は、1970年代のチ・
ハクスン司教と詩人キム・ジハ氏の救命運動が、
日本の教会が困難のうちにある隣人に目を向け、
韓国教会と連帯する契機になったと説明した。
そして、人権と民主主義の歴史のため、日韓が
連帯し歩んだにも関わらず、これらが教会全体
に広がらなかったというのが現実であるが、今
後は未来に向けて連帯して行くことが課題であ
ると、問題を提起した。
　私は、第３分科会は政治的な講話と話し合い
に終始する事を予想して参加した。しかし、ど
の講演においても強調されていたのは「対話」
であり「連帯」であった。また、分科会の最後
に行われた全体ミーティングでは、大会終了後
もこの出会いをスタート地点として、毎年何ら
かの形で再会し「対話」と「連帯」を続け、さ
らに仲間を増やして行くことを誓い合った。
　日韓関係は、危機的状況にあると言っても過
言でないと感じる昨今であるが、政治的、歴史
的な問題においても、キリストの家に共に住ま
う者である事を確認し合い、話し合いを諦めな
いことによって、解決の糸口を見出すことがで
きると再確認できた分科会であった。
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　イエスには漁にまつわるエピソードが少なく
ない。12人の弟子も何人かは漁師だ。どういう
ことだろう？　漁は、宇宙の摂理を感じる機会
を増す気がするから、その影響か？
　そんなことを思っていた2018年師走、日本の
漁業法が約70年ぶりに大改正された。入管法の
陰で注目されないまま、法の目的として謳われ
ていた「漁業の民主化」の文言も削られた。
　漁業法に馴染みのない方も多いだろう。少し
説明しておきたい。海は「公有水面」で、海
に生息する魚介藻類は「無主物」とされてい
る。海にも魚介藻類にも所有権はない。自然界
に生息する魚介藻類を採取することは原則、自
由。だが、魚介藻類は食料になり商品にもなる
ため、この自由を放置していると資源の争奪が
生じ、激化すれば紛争に発展する。過剰な漁獲
で資源が激減するときもある。それを防ぐため、
漁場の利用にかかわる規制や秩序が必要となり、
漁業制度を定める法律が各国にある。日本では、
それが「漁業法」だ。
　明治期に法を制定する際、「海の入

いりあい

会」の権
利が漁村に確立していたことを踏まえて、慣習
をできるだけ認める漁業法が制定された。昭和
期には、敗戦を経た1949年の漁業法で、地区別
の漁業協同組合が漁村の入会集団の「法的な受
け皿」となり、漁業権を管理する団体になった

（以上、濱田武士著『魚と日本人　食と職の経
済学』そして熊本一規著『海はだれのものか　
埋立・ダム・原発と漁業権』より）。
　ところで「入会」も耳慣れない言葉だろうか。
だが入会権こそ、漁業権の本質とされる。
　慣習を第一次法源として現民法に規定される、
近世に発生した特殊な土地の共同所有権（また
は使用収益を含む管理権）が、入会権だ。一定
の集落に定住し、共同の負担を果たすことがで
きる世帯（主）が有することができるが、これ

にもとづく持分は、自由に処分することも分割
請求をすることもできない（中尾英俊著『入会
権 その本質と現代的課題』より）。
　では、漁業権とは何か。「漁業集落の漁民ら
は近世以来領主から前浜漁場の利用権を与えら
れてきた、入り会い集団である。そしてその
縄張りの水域を排他独占的に共同利用してき
た。この権利が、いわゆる漁村共同体の入会権
であり、のちに漁業権となる」（濱田さん前掲
書）、「漁業権は漁民の生存権として与えられて
きた権利であるが、単なる生存権ではない。海
と地域社会を守るために漁民らが築き上げてき
たローカル・ルールと表裏一体にある権利であ
る」（濱田武士著『日本漁業の真実』）。
　人びとの営みが続き実態が積み重なることに
よって「漁業を営む権利」となる、「慣習上の
漁業権」とも呼べる漁業権も存在すると、前述
の熊本さんも指摘する。
　今回の漁業法大改正の柱のひとつだった、漁
業権のルール変更によって、漁業権の免許交付
の際の地元漁村に配慮した優先順位が廃止され
た。今後は、地元の漁協などが「適切かつ有
効」に漁場を利用している場合に、継続的に免
許を交付する、という。
　だが「適切かつ有効」か、判断する基準は示
されず、曖昧なまま。漁村に暮らす人びとの、
生存権は尊重されるか。国や都道府県との関係
が緊張しても、恣意的な判断に陥ることのない
よう、どう確保するか。これまで私の取材した
原発計画では、強行しても違法にならないよう
ルール変更したうえで進めた場面が散見される。
　今回の大改正を強因な国策の布石とさせない
よう、注目が必要だ。漁では、人知を超える力
の働きをおのずと経験する。それは信仰の芽で
はないかとい思う。企業の占有で奪われるに任
せて、本当にいいのだろうか。

宇宙の摂理と漁とヒト
	山秋 真（ノンフィクションライター）

第 15 回 小さな泉が川となる
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これからの教会と＜シノダリティー＞　                         勝谷太治

特集　第40回日本カトリック正義と平和全国集会名古屋大会　概要

正義と平和全国集会でいただいたお恵み　                    大橋左季

LGBTと人権〜僕がゲイクリスチャンで良かったこと　       平良愛香

ウチナンに寄り添う                                              坂上　彰

東アジアの和解と平和　                                         川上靖恵

連載第15回　小さな泉が川となる　                          山秋　真

まんが「修
ノ ビ ス
練者の石橋さん」
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表紙写真	 第40回日本カトリック正義と平和全国集会 2018 名古屋大会　「共
に生きる地球家族　今問われる私たちの選び、私の決意」派遣のミサ　説教中
の松浦悟郎司教（2018年11月24日、名古屋教区布池教会聖堂）

正義と平和 えとせとら…

各地
からの
報告

事務局
より

2019年亥年。今年は統一地方選挙、参議院選挙が待っている。与党は衆参同時の切り札を使うと言っているし、野党の統一は難航
しているみたいだし、辺野古には土砂が投入されて海が赤く染まっている…そんなとき、ある市民集会での冷戦後生まれの世代につ
いての話が、とても興味深かった。彼らにとっては弱者に厳しい今の社会が当たり前。生きにくいのは社会じゃなくって自分のせい
だと思っている。だから社会に対して怒りはない。怒ってないのに闘えるわけがないではないですか。一緒に闘おうなんて、そんな
批判的なこと言ったって、嫌われるのが落ち。うーん、ではどうすればいいのだろう。わたしたちが信じてきた戦後世界の価値は、
ついに消えてしまうのか。でも見渡せば、ローラがホワイトハウスネット署名を呼びかけて、元山仁士郎さんがハンストやって、私
たちの心を動かした。新しい形を信じて、彼らに耳を傾けよう。私たちが答えを持っているわけではないのだから。耳を傾けること。
それが、シノダリティ。（h.）

編集後記

エトセトラ (正義と平和協議会事務局）
パックスクリスティ・インターナショナル世界大会の開催

パックスクリスティ・インターナショナル（Pax Christi International、本部ブリュッセル）は、第２次世界大戦後の1945年、
ドイツとフランスの人々の和解のために創設され、現在、世界50カ国以上、約120団体が加盟する国際的カトリック平和団体で
す。日本カトリック正義と平和協議会は、2005年11月に公式パートナーに認定され、以来、交流を続けています。2016年４月、
ローマで、教皇庁正義と平和評議会との共催で「非暴力と正義の平和」会議を開催し、バチカンに「正義の戦争論」の再考を
迫ったことは記憶に新しいことです。この会議には、日本カトリック正義と平和協議会から勝谷太治会長が出席しました。
　2020年５月、パックスクリスティ・インターナショナル世界大会が、創立75周年を記念して、同団体の主催で、広島で開催
されます。このたび、日本側実行委員会が組織され、１月７日、その第１回目の会議を広島教区司教館にて開催し、日本での
開催準備が始まりました。広島での世界大会の実現と成功のためにお祈りください。


